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 A 群レンサ球菌は、比較的症状の軽い咽頭炎から劇症型の壊死性筋膜炎など、様々な炎症性の疾患を

引き起こすグラム陽性の病原細菌である。本研究計画では、ヒト特異的な炎症性疾患の原因菌である A

群レンサ球菌に着目し、その菌体表層タンパク質について立体構造の解明を試みた。 

 A 群レンサ球菌の 4 種類のタンパク質、補体結合分子 PepO, ヒアルロン酸分解酵素 HylA, フィブロ

ネクチン結合タンパク質 FbaA および FbaB について、組換えタンパク質を作製した。本年は、これら

のタンパク質のうち、PepO と HylA について結晶化条件の検討を行い、不活性型 HylA について結晶が

得られた。得られた結晶の回折データを収集し、コンピュータによる構造精密化を行っている。ほとん

どの血清型の A 群レンサ球菌において、不活性型 HylA をコードする遺伝子が分布している。しかし、

一部の血清型においては遺伝子点変異により HylA が活性型となっている。そこで、不活性型 HylA 発現

プラスミドについて点変異を導入し、点変異活性型 HylA の発現プラスミドを構築した。今後は、点変

異により活性化させた HylA の立体構造解析を行い、不活性型と比較して構造変化が糖鎖分解活性に及

ぼす影響の解明を試みる。また、他のタンパク質についても順次立体構造の解明を試みる。立体構造の

解明から得られた知見をフィードバックすることで、A 群レンサ球菌感染症の原子レベルでの病態解明

を目指す。 
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